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運動やスポーツを行う理由（年
ねん

齢
れい

別）資料・1

学習を活かして
「生涯スポーツのすすめ」というテーマで，

リーフレットを作ってみましょう。

見た人が，「よしっ，スポーツをやってみよう！」と思える

工夫を凝
こ

らしてみましょう。

第 2期スポーツ基本計画資料・3

　　　　　　　　

● 文化としてのスポーツ

スポーツ（sports）の語源を

探
さぐ

ってみると，dis「～ではない」

と port「生存のために必要な

仕事」が合体した，「仕事では

ない楽しみごと」という意味で

あることがわかります。

また，文化（culture）の語源

は「耕すこと」，自然な状態に

手を加えるという意味ですが，

人々は長い年月をかけて，多く

の人と楽しみを共有できるス

ポーツをつくり，育ててきました。

スポーツは，歴史的，科学的，

社会的などの価値をもつ独特の

文化であることがわかります。

健康・体力つくりのため

楽しみ，気晴らしとして

運動不足を感じるから

友人・仲間との交流として

家族のふれ合いとして

美容や肥
ひ

満
まん

解消のため

その他
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スポーツ基本法（2011年）に基づいて策定された第 2期スポーツ基本計画には，スポーツ基本法に示された理念の実現に向け，

2017年度から 2021年度の 5年間における，スポーツ立国の実現をめざすうえでの施策が示されています。

スポーツの実
じっ

施
し

によって生活習慣病などが予防できると，健やかな生活がおくれるようになり，結果的に医
い

療
りょう

費
ひ

の削
さく

減
げん

が期待できます。

予防医学の観点から考えた場合，これもスポーツの意義の一つといえます。

現代生活における
スポーツの文化的意義
わたしたちの生活において，スポーツにはどのような文化的意義が
あるのでしょうか。

多くの人々が生
しょう

涯
がい

にわたって，運動やスポーツを行っているのは，

なぜでしょうか。その理由を考えてみましょう。

スポーツの文化的意義
現代生活において，わたしたちは単に体を動かすためだけで

はなく，さまざまな必要性や楽しさのため，さらには爽
そう

快
かい

感
かん

や

達成感，仲間との連帯感といった精神的充
じゅう

足
そく

や楽しさ，喜びの

ためにスポーツをしています。スポーツをすると，健
すこ

やかな心

身の育成や，いろいろな人との豊かな交流ができます。また，

自分を高めたり，自分らしさを確かめたりすることもできます。

スポーツは，いつでも，だれとでも行うことができます。だ

からこそ生きがいのある豊かな人生をおくり，よりよく生きる

ために，スポーツはかけがえのない文化となっているのです。
文化としてのスポーツの重要性は今後ますます高まっていくで

しょう。

生涯スポーツ
スポーツの文化としての重要性は，ユネスコの「体育および

スポーツに関する国際憲
けん

章
しょう

」に示されています。また，日本で

は「スポーツ基本計画」によってスポーツを推進するための施
し

策
さく

が示されています。

ユネスコの国際憲章では，生涯スポーツという新しい考え方

が示されました。生涯スポーツとは，だれもが，いつでも，ど

こでも，いつまでも，一人ひとりの趣
しゅ

味
み

や目的に応じてスポー

ツに親しむことを大切にするという考え方で，すべての人々に

とって等しく受け入れられて楽しまれるべき，基本的権利です。

この考え方は，世界のどこの国でも大切にされています。 

スポーツ基本計画には，子どもから高
こう

齢
れい

者
しゃ

までのライフス

テージに応じたスポーツ活動を推進し，だれもが主体的にス

ポーツに参画できる環
かん

境
きょう

整備のための政策目標が示されていま

す。生涯にわたってスポーツを行うことができる社会の実現に

向けて，さまざまな取り組みがなされています。

運動やスポーツの必要性と楽しさ

 　  体育編  p.4～ 5

文化としてのスポーツ

体育およびスポーツに関する

　　 国際憲章

スポーツ基本計画

生涯スポーツ

文部科学省「体力・スポーツに関する世論調査」2013年

笹川スポーツ財団「スポーツライフに関する調査」2014年

●政策目標（抜粋）

★ 1

★ 1　ユネスコ…教育，科学，文化をとおして，各国の理解を深め，世界の平和に
　　　　　　　　つくすことを目的として設置されている国際連合の機関。

　人間の肉体的，知的，道徳的能
力を発達させるとともに，健全な
余
よ
暇
か
の利用をうながし，豊かな社

会関係をもたらすとともに，健康
の維

い
持
じ
・増進にも貢

こう
献
けん
するスポー

ツは，すべての人々にとって等
しく受け入れられて楽しまれるべ
き，基本的権利の一つである。

（ユネスコ 1978年）

（日本 2017年）

1.成人のスポーツ実施率を週 1
回以上が 65% 程度，週 3 回
以上が 30% 程度となること
をめざす

2.スポーツを通じた共生社会等
の実現，経済・地域の活性化，
国際貢

こう
献
けん
に積極的に取り組む

3.オリンピック・パラリンピッ
クにおいて過去最高の金メダ
ル数を獲

かく
得
とく
する等優秀な成績

を収めることができるよう支
援する

4.クリーンでフェアなスポーツ
の推進に一体的に取り組むこ
とを通じて，スポーツの価値
の一層の向上をめざす

定期的な運動やスポーツの実施率の移り変わり（20歳以上）資料・4

資料・2 体育およびスポーツに
関する国際憲章（要約）
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●生きがいのある豊かな人生をおくり，よりよく生きる
　ためにスポーツはかけがえのない文化となっています。
●スポーツの文化としての重要性は，ユネスコの国際
　憲章や日本のスポーツ基本計画で示されています。
●オリンピックや年々増加している国際的なスポーツ
　大会は，国際親善や世界平和に大きな役割を果たし
　ています。

●メディアの発達によって，オリンピックや国際的な
　スポーツ大会が国際親善や世界平和に果たす役割は
　ますます大きくなっています。
●スポーツは，ルールさえ確認し合えば体を使ってみ
　んなで楽しく行うことができるので，こうした特

とく

　徴
ちょう

が人々の心をとらえ，スポーツという言葉は世
　界に広がっています。

● ユネスコ（国際連合教育科学文化機関，UNESCO:
United Nations Educational, Scientific and 
Cultural Organization）（p.35）
　教育，科学，文化をとおして，各国の理解を深め，世界
の平和につくすことを目的とする国際連合の機関。

● 体育およびスポーツに関する国際憲
けん

章
しょう

（p.35）
　1978年 11月にユネスコの第 20回総会で採

さい

択
たく

された，
体育やスポーツに関する原則をまとめたもの。「体育・ス
ポーツの実

じっ

践
せん

はすべての人にとって基本的権利であるこ
と」「体育・スポーツはすべての教育において生

しょう

涯
がい

教育の
不可欠な要素であること」「十分な施

し

設
せつ

と設備は体育・ス
ポーツに必要であること」などが示されている。

● 第 2期スポーツ基本計画（p.35）
　スポーツを盛んにするための方針を示したもの。政策目
標（抜粋）としては次の４つがある。
１. 成人のスポーツ実

じっ

施
し

率
りつ

を週 1回以上が 65%程度，
週 3回以上が 30%程度となることをめざす

２. スポーツを通じた共生社会等の実現，経済・地域の
活性化，国際貢

こう

献
けん

に積極的に取り組む
３. オリンピック・パラリンピックにおいて過去最高の
金メダル数を獲

かく

得
とく

する等優秀な成績を収めることが
できるよう支援する

４. クリーンでフェアなスポーツの推進に一体的に取り
組むことを通じて，スポーツ
の価値の一層の向上をめざす

● 生涯スポーツ（p.35）
　だれもが，いつでも，どこでも，
いつまでも，一人ひとりの趣

しゅ

味
み

や
目的に応じてスポーツに親しむこ
とを大切にするという考え方。

● 近代オリンピック（p.37）
　４年に 1度開

かい

催
さい

される，
国際的なスポーツ大会。平
和の祭典とも呼ばれる。ス
ポーツをとおしてより平和
な世界の実現に貢献するこ
とを理念にかかげている。

● 人々の相
そう

互
ご

理解（p.37）
　国や文化のちがいをこえて人々の相互理解を深めよう
とするオリンピックは，国際親善や世界平和に大きな役割
を果たしている。

● クーベルタン（p.37）
　近代オリンピック競技の創始者。
フランス人。

● オリンピズム（p.37）
　「スポーツをとおして心身を向上させ，さらには文化・
国
こく

籍
せき

などさまざまなちがいをこえ，友情，連帯感，フェア
プレイの精神をもって理解し合うことで，平和でよりよい
世界の実現に貢献する」という，クーベルタンが唱えたオ
リンピックのあるべき姿のこと。

● パラリンピック（p.39，p.40～ 41）
　障がいのある人々が参加する世界最

さい

高
こう

峰
ほう

の国際競技大
会。オリンピックと同じ年に同じ場所で開催される。夏季
大会と冬季大会がある。

● 人々を結びつけるスポーツ（p.40）
　スポーツには，人種，民族，国や地域，風

ふう

土
ど

，年
ねん

齢
れい

や性
別のちがい，障がいの有

う

無
む

などをこえて，人々を結びつけ
る文化的なはたらきがある。

学習のまとめ
<重要な言葉＞

<学習の要点＞
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